
平成７年１月１５日

支部長就任の挨拶

この度，評趨圓の方々の御推挙により，新

支部長に選出されました。評畿員でもない者

が選ばれましたので，まさに脅天のへきれき

でありました。

本支部は日本細菌学会の半数を超える会員

をかかえる大組織であります。私は平成７

年春に東京大学医科学研究所を定年退官する

予定でありますから，何かと皆様にご迷惑を

お掛けすることになろうかとためらいました

が，推繭いただいた先生方のお勧めもあり，

その御厚志に報いるのが最醤の道と判断しま

した。

私は細菌学会の本部の運営には多少は通じ

ているつもりですが，関東支部の迎営にはほ

とんどタッチしたことがなく，何も分かって

いません。およそ二十年前，近藤勇支部長の

もとで支部長推繭の評議員としてお手伝いし

たくらいの経験しかありません。幸いにして

現評蟻員の中には永年支部の運営に係わって

こられたベテランも多く，島村前支部長にも

いろいろ教えていただきつつあります。なる

べく早急に事憎を理解して，支部運営に支障

がないよう努力したいと思います。具体的に

次期の支部運営の方針や委員会の担当者等の

決定は平成７年１月に開催予定の第１回評

議員会において，評議員の方々とご相談のう

えで決定します。

支部長吉川昌之介

東京大学医科学研究所細菌研究部教授

突然のことでもあり，抱負を申し上げる心

境にはまだなっておりません。外野にいて無

貿任なことをいっていたのを今，公の場にす

ぐ持ち出す訳にもいきませんので良く熟慮の

上で実行可能なことから順次手を付けたいと

考えています。この十年余，歴代支部長およ

び支部評議員の方々は，支部活動の衰退を憂

い，その活性化のために頑張って来られまし

た。その御努力は大変なものであったと思い

ます。おかげ様でかなり上向きになって来た

と思います。この支部活性化の努力の火だけ

は消すことなく続けようと決意しております。

どうぞ会員の皆様の御鞭槌と御協力を賜わ

りますようお願い申し上げます。
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支部長退任のご挨拶
島村忠勝

1994年１１月，館山寺での関東支部総会

および事務局の引継ぎを終え，平成４年～６

年期の支部長の任務を滞りなく全うすること

ができました。就任当初は若迩の私が支部長

として賀任ある行動がとれるかどうか大変不

安でした。しかし，評議員並びに幹事の方々，

総会長の方々，また，多くの会員の方々の暖

かいご支援，ご協力に助けられ，なんとか３

年間の任期を務めさせていただきました。こ

こに深く感謝の意を表したいと思います。長

い間本当にありがとうございました。

就任の挨拶の時に，支部活動の活性化の維

持と前進が私たちの使命であると述べました

が，振り返ってみますと私の力量不足もあっ

てか現状維持に終った感があります。しかし，

評議員会では支部の活性化のために，評議員

全員が熱意をもって活発に討論を重ねて下さ

いました。前期評議員会から燃え上がった活

性化の火は日本細菌学会へと燃え広がり，会

員の方々にも活性化への自覚が芽生えてきた

ように思われます。

最も重要な支部の活動である支部総会は各

総会長の活性化の意志の下に，それぞれ特徴

ある総会を開催して下さいました。全体とし

ては，特別講演は３題，教育講演は１題，

シンポジウムは１０件，教育シンポジウムは

１件，一般演題は３７大学，７研究所，２企

業から132題とバランスのとれた研究発表

が行われ，非常に活発な討論がなされたと思

います。

もう一つの重要な活動である支部ニュース

も毎号１０頁と頁数が増え，また，支部の活

性化に関する会員の意見も掲載され，ここに

も活性化の波が確実に広がりつつあることを

感じました。しかし，心残りのことがありま

す。それは，評議員の方々の献身的とも言え

る非常など努力にもかかわらず，「支部のあ

り方」に関する諸問題（名誉会員制度を含め

た）を何ら解決できず，実行することが出来

なかったことです。すべて支部長の責任と

思っております。

新支部長には吉川昌之介教授が選出されて

いますし，新評議員のうち約半数の方々が引

き続き評議員になられていますので，支部の

活性化の具体的な成果が実現されますことを

期待しています。また，新支部長はじめ，新

評議員の方々には，関東支部の益々の発展の

ため，細菌学の一層の進展のためにご尽力下

さいますようにお願いいたします。

最後になりましたが，私に貴重な機会を与

えて下さいました支部会員の皆様に厚く御礼

を申し上げます。ありがとうございました。

平成７年～９年期支部評議員・幹事紹介

[評議員］

池田達夫

帝京大学医学部細菌

学教室，講師，

新井俊彦

明治薬科大学微生物

学教室，教授，

サルモネラの特異病

原機構，アレルギー

発現調節機構，癌遺

伝子の疫学，薬物相

互作用。

Bacterialtranslocation， 

日和見感染の発症機

序，ＢＲＭによる感

染防御機櫛。
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伊藤武

東京都立衛生研究所

細菌第一研究科，

科長，

食中毒起因細菌の生

態と病原性に関する

研究。

井上松久

北里大学微生物学，

教授，

薬剤耐性の遺伝・生

化学，化学療法と感

染症。
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伊豫部志津子

群馬大学医学部薬剤

耐性菌実験施設，

助教授，

薬剤耐性菌の疫学と

耐性化の遺伝学的機

構。

梅本俊夫

神奈川歯科大学，ロ

膣細菌学教室，教授，

歯周病原細菌の病原

性に関する遺伝学的，

生化学的，細胞生物

学的研究。

内山竹彦

東京女子医科大学微

生物学・免疫学教室，

教授，

微生物産物と免疫シ

ステムのかかわり，

スーパー抗原と内毒

素。

江川済

昭和大学薬学部微生

物薬品化学教室，

講師，

内毒素と細胞内酸化

還元の変化による新

規遺伝子の発現につ

いて｡

大国寿士

日本医科大学老人病

研究所免疫部門，

教授，

化膿レンサ球菌感染

による続発症の発病

機構。

奥田克爾

東京歯科大学微生物

学講座，

教授，

歯周病病原性細菌の

病原因子の解明。

川原一芳

北里研究所基礎研究

所細菌研究室，室長，

グラム陰性細菌の細

胞表層糖脂質，病原

細菌の分子生物学的

研究。

近藤鰄一

城西大学薬学部微生

物学教室，講師，

コレラ菌を中心とし

たピプリオ科細菌の

いくＯ抗原リポ多糖(LPS）

iillの化学と免疫化学。
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佐藤鎌一

第一製薬探索第一研

究所，主任研究員，

キノロン剤作用・耐

性機樽研究，トポイ

ソメレース阻害剤研

究。

野田公俊

千葉大学医学部微生

物学第二講座，教授，

ADP-リポシル化毒

素を初めとする蛋白

毒素の作用機構に関

する研究。

轍
平松啓一

順天堂大学医学部細

菌学教室，

教授，

分子病原微生物学，

化学療法学。

辨野蕊己

理化学研究所微生物

系統保存施設微生物

分類室，室長，

嫌気性菌の分類学的

研究，ルーメン細菌

の生態学的研究。

霧
Ru叩･グ

麟
鱗'１

松浦基博

自治医科大学微生物

学教室，

助教授，

細菌表層物質（特に

内毒素）の構造と生

物活性。

水ロ康雄

千葉県立衛生研究所，

所長，

抗酸菌の遺伝学。

．：： 

宿前利郎

東京薬科大学第一微

生物学教室，教授，

天然に存在する免疫

調節物質の研究，特

に(1-3)-β-,-グルカ

ンの柵造と生物活性

相関。

山本友子

杏林大学医学部微生

物学講座，

助教授，

ストレス蛋白質の生

理機能，特に細菌病

原性発現における役

割。
illlll11Ib 

[幹事］

長井伸也

日本生物科学研究所

第三部，

研究員，

動物に感染する細菌

の分子遺伝学的研究

とその応用研究。

吉田洋子

国ウ公衆衛生院衛生

微生物学部，

主任研究官，

赤痢菌のＯ抗原に関

する分子遺伝学的研

究。
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支部ニュース委員会活動総括

委員長新井俊彦

支部ニュースは支部会の活動を会員に知ら

せるために合田支部長によって始められ，以

来，木村，徳永，島村支部長に引き継がれて，

今特別号で２３号になります。島村支部長の

委嘱を受けて編集を受け継いだとき,評議員

にアンケートして現在の内容を決定致しまし

た。発行は，印刷・発送経費の制約から従来

通り年２号とし，総会長挨拶,論壇,

フォーラム，集会案内，委員会報告，小集会

報告，議事録，人事消息，計報で構成してお

ります。具体的内容は発行の２カ月前に編

集委員会を開いて，その号の編集テーマ,依

頼原稿を決めております。

ニュースに関する一般会員のご意見を頂き

たいと希望しておりましたが，今期の最後に

会員全員にアンケートを行なう機会に恵まれ，

193通の解答を頂きました。この結果を紹介

することで３年間の活動総括とします｡

ニュースの必要性については，回答者の

88％が認めて下さいました｡また，発行回

数も８７％の方が現状を支持して下さいまし

た。紙面配分でも７０％の方が現状を支持し

て下さいましたが，残りの３０％の意見で増

やすべきであると言う意見の多かったものは，

集会案内，フォーラム，論塩の順で，逆に減

らせと言う意見の多かったものは議事録，総

会長挨拶でありました。これは，小数意見で

はありますが，評議員会活動や総会のテーマ

を紹介すると言う創刊の意味が理解されてお

らず,読物と考えられていることを示してお

ります｡フォーラムの内容についての希望では，

研究トピックの紹介が圧倒的に多く,若い研

究者の意見,用語解説,海外レポート，ミニレ

ピュー,会員の意見などが続いておりました。

紙面の都合でこれ以上の紹介は出来ません

が，この３年間の編集方針がそう的外れで

なかったことが判り，安心しております。た

だ，支部活動を知って頂く方法について，更

に一段の工夫が必要であることを痛感致しま

した。これと，更にフォーラムの内容を会員

の求めるものに近ずけることが今後の課題で

しょう。

議事録

新評蕊員会「

日時：１９９４年９月10日(土)，１４時～17時

場所：昭和大学病院入院棟１７階第丙会議室

出席者：池田達夫，伊藤武，井上松久，伊豫

部志津子，内山竹彦，梅本俊夫，大

国寿士，奥田克爾，川原一芳，松浦

基博，宿前利郎，山本友子，島村忠

勝（支部長)，江川清，戸田真佐子

（幹事）

欠席者：新井俊彦，近藤誠一

議題：支部長選出

選挙細則に従って評議員によって推薦され

た新井俊彦，河野恵，工藤泰雄，吉川昌之

介の４氏について単記無記名投票を行な

い，第一回の投票で過半数に達せず，新井，

吉川氏で決選投票したが同数につき，選挙

細則により薮で決することとなった。

追記：平成６年９月１３日（火），昭和大学

医学部細菌学教室において島村支部長，

江川，戸田両幹事の立ち会いのもと蕊が

行われ，吉川昌之介氏（東京大学医科学

研究所教授）が新支部長に決定した。

新旧評議員会

日時：1994年10月22日(土)午後2時～5時

場所：昭和大学総合校舎１号館５階令護室

出席者：五十嵐英夫，池田達夫，井上松久，

伊豫部志津子，内山竹彦，梅本俊夫，

大国寿士，岡村登，奥田克爾，金森

政人，川原一芳，河野恵，近藤誠一，

竹田多恵，野沢龍嗣，松浦基博，宿

前利郎，吉川昌之介（新支部長＝オ

ブザーバー)，吉田孝人（第７２回

支部長)，島村忠勝（支部長）江川

清，戸田真佐子（幹事）

欠席者：新井俊彦，伊藤武，北野繁雄，黒坂

公生，笹川千尋，島田俊雄，壇原宏

文，鶴純明，辮野義己，三上嚢，光

岡知足，山本友子

議題：

１．新支部長選出の件

島村支部長より選出経過の報告，吉川新支
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部長の紹介

２．第７２回総会の件

吉田総会長より抄録配付,･準伽状況報告

３．評蟻員選挙の件

河野通拳管理委員長より選挙結果の報告，

幹事より選挙会計報告が行なわれた。

４．会計監査の件

岡村監査委員より監査結果が報告された。

５．平成６年度決算，７年度予算案の件

幹事よりの決算報告を承認。予算案を若干

の修正後承認。

６．その他

１）第７３回総会シンポジウム演題の件

特に推鯛する演題は出されず，評議員会

に委員会を作る意見が出された。

２）支部長会報告

学会砺務は口腔保険協会，印刷・出版は

中西印刷，広告代理業務は（株）中外に

変更することが理事会で決定された。

３）学会誌への支部総会抄録掲峨の件

日細誌への抄録掲載の件は新評磯貝会に

一任することになった。

４）小委員会報告

編集委員会より支部ニュース２３号は平

成７年１月に発行予定と報告あり。

なお，新旧合同評議員会終了後，蟷時新評

鍛貝会が開かれ，新支部長より推爾評議員お

よび幹事侯補が提案され，了承された。評議

員：江川滴（昭和大)，佐藤謙一（第一製薬)，

野田公俊（千葉大)，平松啓一（順天堂大)，

辮野義己（理研)，水□康雄（千葉術研)，幹

事：長井伸也(日生研)，吉田洋子(公衆衛生院）

辨野義己，三上四，光岡知足，江川

滴（幹事）

１．総会会務報告の件

１）会員数（平成６年９月２７日現在）名

誉会員２９名，正会員１４０４名，学生会

員５５名，賛助会員４２社，計１５２０

２）評議員選挙

選出評議員（１４名）：松浦基博，井上

松久，伊豫部志津子，宿前利郎，池田

達夫，大国寿士，山本友子，川原一芳，

新井俊彦，伊藤武，内山竹彦，梅本俊

夫，奥田克爾，近藤誠一

３）支部長選出吉川昌之介（東京大学医

科学研究所教授）

４）決算報告，予算案報告内容説明

５）会計監査報告黒坂監査委員より平成

６年度監査報告

２．第７３回総会の件

三瀬総会長欠席のため島村支部長より説明

日時：平成７年６月２２日(木)２３日（金）

場所：国立予防衛生研究所会鎚室

３．第７４回総会の件

新井総会長より第７４回総会の説明がなさ

れた。

日時：平成７年１０月２６日(木)２７日（金）

場所：駒場エミナース（渋谷から井の頭線

で駒場東大前下車徒歩３分）

内容：一般演題が中心

◇編集後記◇

３年間にわたってお銃み下さった会員の皆

様，原稿をお寄せ下さった先生がたに編集委

員一同厚くお礼申し上げます。（Ｔ、Ａ､）

第１１回評溌員会

日時：1994年11月１０日(木)12時50分～13時

場所：遠鉄ホテルエンパイア今趨室

出席者：新井俊彦，内山竹彦，黒坂公生，壇

原宏文，野沢龍罰，吉田孝人（第

７２回総会長)，島村忠勝（支部長)，

戸田真佐子（幹事）

欠席者：五十嵐英夫，池田達夫，井上松久，

伊豫部志津子，岡村登，奥田克爾，

金森政人，北野繁雄，河野恵，笹川

千尋，島田俊雄，竹田多恵，孤純明，
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